
GHP室外ユニットラインアップ 製品のご紹介[E5シリーズ］

豊富なラインアップで、様々なニーズに対応 E5シリーズ

既設配管を再利用可能なリニューアル対応機が各ラインアップにございます。

Gシリーズ（超高効率タイプ）
（16～30馬力）

ビル用マルチタイプ

ガス供給エンジン

インバーター 発電機

リニューアル対応機

※室外ユニット早見表に★印のあるタイプ

Gシリーズ（超高効率タイプ）

Fシリーズ（GHPハイパワープラス）
（20馬力）

Fシリーズ（超高効率タイプ）
（20～30馬力）

冷暖フリータイプ

室内ごとの空調ニーズに対応した室内ユ
ニットの個別運転が可能です。

室外ユニット2台を連結できるので冷媒
配管を1系統に集約でき、さまざまなコス
トを削減できます。

「自立発電運転」機能を搭載。「停電対応
GHP」として、不測の事態に備える心強
い味方です。

1台の室外ユニットで、冷暖同時の最適
運転を実現します。

16・20・25・30馬力の
中から2台連結設置

リニューアル対応機

リニューアル対応機

リニューアル対応機

E5シリーズ
（8～13馬力）

最大

60
馬力

室外ユニットラインアップ早見表

まとマルチ

冷暖フリー

タイプ E5シリーズ

+450形 560形

+560形 710形 +710形 850形

450形

710形 ×2台

×2台 560形 ×2台

850形 ×2台

Fシリーズ「エグゼアⅡ」

ビル用マルチ

ハイパワー
プラス

560形 710形 850形

560形

Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」

224形 280形 355形

★

★

★

560形 710形 850形450形

ひと目で
分かる！

224～355形224～355形

●重量比較

600

550

500

450

580

555
545

224・280形

598 600
590

355形

C1シリーズ（2005年発売）
E4シリーズ（2016年発売）
E5シリーズ（2021年発売）

内部設計の
見直しにより
軽量化に成功

（kg）

mm

室外ユニット ベランダ

サービス
スペース

30Ｐａ
全室外ユニット

で機外静圧

対応可能

●一般用17人乗りエレベーターの場合

ファンや制御内容の見直しにより
全機種において20%以上効率向上を実現
年間消費エネルギーの削減、CO2排出量の削減に貢献

室外ユニット エレベーター

880mm

2,077mm

1,400mm

※エレベーター搬入のためにはファンガード等の取り外しが必要な場合があります。
※事前に、エレベーターの寸法、積載重量をご確認ください。
※必ずエレベーター製造元にお問い合わせいただき、製造元の注意事項を守り運搬してください。

※規定のサービススペースを確保してください。
※実際の設置には、室外ユニット上部にダクト接続が必要です。

エレベーター搬入が可能 ベランダ設置が可能

一般乗用、非常用エレベーターでの搬入が可能です。 高静圧仕様の設定により、各階のベランダ設置が可能です。

エレベーター
搬入が可能

各階設置も容易で
高層ビルにも対応

コンパクト・軽量設計だから、設置性に優れています

●優れた設置性

（注1）2005年発売機と比較して（13馬力の場合） 

2,024mm

2,090

1,850mm

2,080

2021年発売 E5シリーズ2005年発売 C1シリーズ

約4.23m2

設置面積

約3.85m2

設置面積

mm mm

コンパクト設計のため、省スペースで設置可能。さらに、軽量なので屋上設置の場合、建物構造への負荷を軽減

全機種

20%以上
効率向上！

詳細はP.7へ

設置面積 約9％
削減（注1）
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GHP室外ユニットラインアップ 製品のご紹介[E5シリーズ］

豊富なラインアップで、様々なニーズに対応 E5シリーズ

既設配管を再利用可能なリニューアル対応機が各ラインアップにございます。

Gシリーズ（超高効率タイプ）
（16～30馬力）

ビル用マルチタイプ

ガス供給エンジン

インバーター 発電機

リニューアル対応機

※室外ユニット早見表に★印のあるタイプ

Gシリーズ（超高効率タイプ）

Fシリーズ（GHPハイパワープラス）
（20馬力）

Fシリーズ（超高効率タイプ）
（20～30馬力）

冷暖フリータイプ

室内ごとの空調ニーズに対応した室内ユ
ニットの個別運転が可能です。

室外ユニット2台を連結できるので冷媒
配管を1系統に集約でき、さまざまなコス
トを削減できます。

「自立発電運転」機能を搭載。「停電対応
GHP」として、不測の事態に備える心強
い味方です。

1台の室外ユニットで、冷暖同時の最適
運転を実現します。

16・20・25・30馬力の
中から2台連結設置

リニューアル対応機

リニューアル対応機

リニューアル対応機

E5シリーズ
（8～13馬力）

最大

60
馬力

室外ユニットラインアップ早見表

まとマルチ

冷暖フリー

タイプ E5シリーズ

+450形 560形

+560形 710形 +710形 850形

450形

710形 ×2台

×2台 560形 ×2台

850形 ×2台

Fシリーズ「エグゼアⅡ」

ビル用マルチ

ハイパワー
プラス

560形 710形 850形

560形

Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」

224形 280形 355形

★

★

★

560形 710形 850形450形

ひと目で
分かる！

224～355形224～355形

●重量比較

600

550

500

450

580

555
545

224・280形

598 600
590

355形

C1シリーズ（2005年発売）
E4シリーズ（2016年発売）
E5シリーズ（2021年発売）

内部設計の
見直しにより
軽量化に成功

（kg）

mm

室外ユニット ベランダ

サービス
スペース

30Ｐａ
全室外ユニット

で機外静圧

対応可能

●一般用17人乗りエレベーターの場合

ファンや制御内容の見直しにより
全機種において20%以上効率向上を実現
年間消費エネルギーの削減、CO2排出量の削減に貢献

室外ユニット エレベーター

880mm

2,077mm

1,400mm

※エレベーター搬入のためにはファンガード等の取り外しが必要な場合があります。
※事前に、エレベーターの寸法、積載重量をご確認ください。
※必ずエレベーター製造元にお問い合わせいただき、製造元の注意事項を守り運搬してください。

※規定のサービススペースを確保してください。
※実際の設置には、室外ユニット上部にダクト接続が必要です。

エレベーター搬入が可能 ベランダ設置が可能

一般乗用、非常用エレベーターでの搬入が可能です。 高静圧仕様の設定により、各階のベランダ設置が可能です。

エレベーター
搬入が可能

各階設置も容易で
高層ビルにも対応

コンパクト・軽量設計だから、設置性に優れています

●優れた設置性

（注1）2005年発売機と比較して（13馬力の場合） 

2,024mm

2,090

1,850mm

2,080

2021年発売 E5シリーズ2005年発売 C1シリーズ

約4.23m2

設置面積

約3.85m2

設置面積

mm mm

コンパクト設計のため、省スペースで設置可能。さらに、軽量なので屋上設置の場合、建物構造への負荷を軽減

全機種

20%以上
効率向上！

詳細はP.7へ

設置面積 約9％
削減（注1）
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製品のご紹介[Gシリーズ「エグゼアⅢ」］

Gシリーズ「エグゼアⅢ」 「⊿T制御」採用により省エネ

軽量でコンパクト

室外ファン制御、冷媒・排気系統の見直しによりさらに効率向上

省エネ制御「⊿T制御」を採用し、⊿T（＝室内ユニット吸込温度-設定温度）が一定値以下となった場合に制御を開始し、
⊿Tおよび⊿Tの変化量に応じてエンジン回転数を調整するので省エネ

エンジン回転数

室内ユニット吸込温度

設定温度

時間

エンジン回転数

室内ユニット
吸込温度

設定温度

時間

⊿T

●従来機種 ●Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」 省エネ運転
となる領域

温度
（℃）

回転数
（min-1）

温度
（℃）

回転数
（min-1）

※リニューアル前機種の冷凍機油の種類や組み合わせ、使用状況によって、洗浄が必要な場合があります。
　リニューアルの際には必ず、リニューアル対応マニュアルおよび施工説明書をご確認のうえ、ご検討ください。

室外ファン制御、冷媒・排気系統の見直しにより効率向上
を図り、全機種においてAPFp2.09以上を実現。従来F
シリーズ「エグゼアⅡ」からエネルギー消費効率を平均約
10%向上させており、年間消費エネルギーの削減、CO2
排出量の削減に貢献

主要部品構成の見直しにより最大14%の軽量化を実現。従来機種から継続のコンパクト設計で設置スペースはコンパクト

既設配管で当社冷凍機油（NL10）以外の冷凍機油を使っていても、そのまま配管は利用可能

●重量比較

800

600

400

1,000
（kg）

865

740

560形450形

795
765

695
715700

625

Fシリーズ「エグゼア Ⅱ」 Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」
約14％
低減

約10％
低減

約10％
低減約8％

低減

※臭気低減仕様の場合

※条件によっては⊿T制御にならない場合があります。

●設置面積
　　（サービススペース含む）

5
0

0
m

m

2
,0

8
0

m
m

7
0

0
m

m

350mm

2,110mm

（背面）

（正面）

設置面積：約4.39m2

100mm

「エグゼアⅢ」のメリットは
映像でもご覧いただけます。

https://www.aisin.com/jp/product/energy/ghp/special/garally/index.html#ghp1

1回目

オイルフィルター
点検・交換
項目

（抜粋）

2回目 3回目
10,000hまたは6年メンテナンスインターバル 20,000h 30,000h

Gシリーズ
1回目 2回目 3回目
10,000h 20,000h 30,000h

Fシリーズ

エアエレメント 不要

圧縮機ベルト △ △

△
不要

定期点検部品の長寿命化

高いリニューアル施工性
詳細はP.23へ

2.1

2.0

1.9

1.8

1.7

2.2

2.09 2.11

2.19
2.12

1.86

450形

1.93 1.93

1.84

560形

※東京・事務所の場合
※JIS B 8627 ： 2015期間消費エネルギー量算出基準による

Fシリーズ「エグゼア Ⅱ」 Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」

約9％
効率向上約12％

効率向上

約13％
効率向上

約15％
効率向上

●「エグゼア Ⅲ」能力別APFp（期間成績係数）

●印は交換、△印は点検・調整を示します。

オートテンショナーの採用により圧縮機駆動に必要な張力を自動でベルトに付与されるため、低張力化により寿命が
延長。オイルフィルターやエアエレメントの交換時期も変更

450～850形

710形 850形

710形 850形

※イメージ図（背面）

主な開発内容

室外ファン制御の
最適化による

送風効率向上

冷媒系統・排気系統の
見直しによる

圧力損失低減

⊿Ｔ制御採用よる

省エネ性向上

コンプレッサー材質の
見直しによる

冷媒の
圧縮効率向上

オートテンショナー
採用による

定期点検部品の
長寿命化

ずっと
コンパクト
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製品のご紹介[Gシリーズ「エグゼアⅢ」］

Gシリーズ「エグゼアⅢ」 「⊿T制御」採用により省エネ

軽量でコンパクト

室外ファン制御、冷媒・排気系統の見直しによりさらに効率向上

省エネ制御「⊿T制御」を採用し、⊿T（＝室内ユニット吸込温度-設定温度）が一定値以下となった場合に制御を開始し、
⊿Tおよび⊿Tの変化量に応じてエンジン回転数を調整するので省エネ

エンジン回転数

室内ユニット吸込温度

設定温度

時間

エンジン回転数

室内ユニット
吸込温度

設定温度

時間

⊿T

●従来機種 ●Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」 省エネ運転
となる領域

温度
（℃）

回転数
（min-1）

温度
（℃）

回転数
（min-1）

※リニューアル前機種の冷凍機油の種類や組み合わせ、使用状況によって、洗浄が必要な場合があります。
　リニューアルの際には必ず、リニューアル対応マニュアルおよび施工説明書をご確認のうえ、ご検討ください。

室外ファン制御、冷媒・排気系統の見直しにより効率向上
を図り、全機種においてAPFp2.09以上を実現。従来F
シリーズ「エグゼアⅡ」からエネルギー消費効率を平均約
10%向上させており、年間消費エネルギーの削減、CO2
排出量の削減に貢献

主要部品構成の見直しにより最大14%の軽量化を実現。従来機種から継続のコンパクト設計で設置スペースはコンパクト

既設配管で当社冷凍機油（NL10）以外の冷凍機油を使っていても、そのまま配管は利用可能

●重量比較

800

600

400

1,000
（kg）

865

740

560形450形

795
765

695
715700

625

Fシリーズ「エグゼア Ⅱ」 Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」
約14％
低減

約10％
低減

約10％
低減約8％

低減

※臭気低減仕様の場合

※条件によっては⊿T制御にならない場合があります。

●設置面積
　　（サービススペース含む）

5
0

0
m

m

2
,0

8
0

m
m

7
0

0
m

m

350mm

2,110mm

（背面）

（正面）

設置面積：約4.39m2

100mm

「エグゼアⅢ」のメリットは
映像でもご覧いただけます。

https://www.aisin.com/jp/product/energy/ghp/special/garally/index.html#ghp1

1回目

オイルフィルター
点検・交換
項目

（抜粋）

2回目 3回目
10,000hまたは6年メンテナンスインターバル 20,000h 30,000h

Gシリーズ
1回目 2回目 3回目
10,000h 20,000h 30,000h

Fシリーズ

エアエレメント 不要

圧縮機ベルト △ △

△
不要

定期点検部品の長寿命化

高いリニューアル施工性
詳細はP.23へ

2.1

2.0

1.9

1.8

1.7

2.2

2.09 2.11

2.19
2.12

1.86

450形

1.93 1.93

1.84

560形

※東京・事務所の場合
※JIS B 8627 ： 2015期間消費エネルギー量算出基準による

Fシリーズ「エグゼア Ⅱ」 Gシリーズ「エグゼア Ⅲ」

約9％
効率向上約12％

効率向上

約13％
効率向上

約15％
効率向上

●「エグゼア Ⅲ」能力別APFp（期間成績係数）

●印は交換、△印は点検・調整を示します。

オートテンショナーの採用により圧縮機駆動に必要な張力を自動でベルトに付与されるため、低張力化により寿命が
延長。オイルフィルターやエアエレメントの交換時期も変更

450～850形

710形 850形

710形 850形

※イメージ図（背面）

主な開発内容

室外ファン制御の
最適化による

送風効率向上

冷媒系統・排気系統の
見直しによる

圧力損失低減

⊿Ｔ制御採用よる

省エネ性向上

コンプレッサー材質の
見直しによる

冷媒の
圧縮効率向上

オートテンショナー
採用による

定期点検部品の
長寿命化

ずっと
コンパクト
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GHPハイパワープラス

製品のご紹介 [GHPハイパワープラス］

停電時でも空調ができる！ 　電気が使える！
電源自立型空調「GHPハイパワープラス」
電源自立型空調「GHPハイパワープラス」は、

停電時においても、電力供給なしで運転を開始し、

発電した電力で空調、照明、通信機器などの使用を継続可能とする

「自立発電運転」機能が搭載されています。

「停電対応GHP」として、

不測の事態に備える心強い味方です。

自立運転時発電機出力

最大4.5kW
自立運転時供給電力

発電
のみ 3kVAまで

+ 発電空調 2kVAまで

自立切替盤（AGLS2A）

商用電源
AC200V停電

携帯テレビ

ＴＶ

発電電源
供給
AC200V

AC100V

モード選択スイッチ
連動リレー

AC100V

ブレーカー
20A

ブレーカー
10A

ブレーカー
5A

トランス
AC200V/AC100V

AC200V

モード選択スイッチ

①停電により
　通常運転停止

⑦空調のリモコン
　 スイッチをONに
　 することで空調
　 運転を開始します

（注1）

照明

AC100V

（注1）

⑤発電開始後、自動で切り替わります

+

自立ボックス
（バッテリー）

運転 停止

⑥照明が点灯し、コンセントに電力が供給されます（最大2kVA）

発電空調 モードの場合（自立ボックス、自立切替盤を利用）自立運転時

空調+発電発電のみ

ガス供給

エンジン

インバーター 発電機

②モード選択スイッチを
　「空調+発電」にします

③運転ボタンをONにします

④バッテリーから電力が
　供給されて、エンジンが
　起動します。
　（最大4.5kWの発電を開始）

（注1） 現地調達にて、負荷ごとにブレーカーを設置することを推奨します。　※本システムイメージ図はオプション品（AGLS2A）を採用した場合となります。　※抵抗負荷以外の機器（モーターなど）を接続する場合は、
力率や突入電流の影響で定格出力がカタログ値より下回る場合があります。　※停電時に自動的には自立運転を開始しません。お手数ですが、お客様にて自立切替盤で運転開始操作を行ってください。　
●システム構成についてのご案内 : 自立ボックス、バッテリー、自立切替盤は必須手配品となります。自立切替盤、自立運転スイッチは当社オプション品もしくは現地調達品をご利用ください。（詳細はP.38をご参照ください。）

GHP
室内ユニット

ABGP560F2ND 
ABGP560F2PD 56kWタイプ（20馬力相当）

F2シリーズ「エグゼアⅡ」 受注生産品

560形

※停電時でも燃料ガスの供給は必要です。

システムイメージ図

教育機関などにおける避難所や災害対策本部などの予備
電源として、照明、携帯充電、テレビ、パソコンなどに使えます。

自立運転：空調を使う場合

空調が不要である中間期などには、発電専用として3kVAの
容量を空調用途以外で使えます。

自立運転：空調を使わない場合

❶イニシャルコスト低減
　・系統連系盤、CT（変流器）が不要です。

❷系統連系協議の手間を省きます
　・面倒な電力会社との系統連系協議が不要です。

❶イニシャルコスト低減
　・ポータブル発電機などの
　　発電設備が不要です。

空調

自立運転時に使用不可の電気機器例

発電モードのみの運転も
可能です。（最大3kVA（注2））

火災報知器 消火ポンプ

❷ランニングコスト低減
　・ポータブル発電機に必要な定期的な燃料
　　交換や燃料の貯蔵、調達の手間が不要です。

ポータブル発電機
などが不要

空調は停止

※詳しくはP.217の「●接続してはいけない電気機器」をご参照ください。

（注2）　室外ユニット自己消費分を差し引いたものが3kVAです。
（注3）　非常用電源（非常用エレベーター、火災報知器、消火ポンプなど）は除きます。
（注4）　●右記の図は電気機器選びの際の目安を示しています。実際の電気機器の「消費電力」「必要

　 発電量」は機器によって異なりますので、使用機器の消費電力をお確かめください。
　　　 ●モーターを搭載した電気機器はモーターの起動時に定格消費電力の２～３倍の電力を

　 必 要とします。自立発電コンセント容量を超える起動電力が必要な電気機器を接続
　 すると、過負荷を検出し、自立運転を停止する場合があります。

　　　 ●本製品は、生命や財産が損害を受けるおそれのある電気機器に接続しないでください。
　　　　●自立運転を開始しますと、自動的に機器に電源が供給されます。このため、ストーブなど、

　 起動前に周囲の安全確認が必要な機器については、自立発電電力が供給されてから、
　 機器の電源を入れてください。

（注5）　右記の図は蛍光灯選びの際の目安を示しており、各蛍光灯タイプが接続できる最大容量です。

空調以外の用途に
最大2kVAまでの電力が使用可能です。

❶空調が必要な場合は、「空調+発電」モード
❷中間期など、空調が不要な場合は、「発電のみ」モード

通常時は省エネ空調運転を行い、自立運転時は季節や状況

に合わせて「空調+発電」モード、または「発電のみ」モードの

どちらかを選択可能です。

■切替スイッチイメージ

季節や状況に合わせて、モードを選べます

空調+発電発電のみ 空調+発電発電のみ
（注1）

系統連系とはGHPで発電した電力を商用電源に供給
することです。「GHPハイパワープラス」では、系統連系を
行わず、特定の範囲のみへ発電した電力を供給します。

（注1）自立運転時の空調能力は冷房45.0kW相当（参考値）となります。また、室内ユニットは全台温調運転もしくは停止となります。

※W=VA×力率です。機器のW表示の消費電力は力率100％の場合です。
※詳しくはP.217の「●接続できる電気機器の一例」および「●接続できる蛍光灯の容量」をご参照ください。

液晶テレビ
（40型）85Ｗ

ハロゲンライト 
250W

ノートパソコン
75W

電気ポット 
900W

携帯充電器
15W

インバーター方式      
40W

蛍光灯（注5）

または が可能

テレビ
約35台分

携帯電話の充電
約200台分

3kVAでは または

照明 インバーター方式
約37台分

系統連系協議が不要

自立運転時、電源出力最大3kVA　  空調以外にも電力使用可能

自立運転時、「空調+発電」、または「発電のみ」の2モードから選択可能

（注2） （注3）

充電

ＧＨＰハイパワープラスで
接続可能な電気機器例（注4）

と一般的な消費電力3kVA
まで

使用可能!

最大

接続可能室内ユニット

室内ユニット接続容量合計

室内ユニット接続容量範囲 96.4～130％（同時運転130％まで）

54.0～72.8kW以内

■GHPハイパワープラス接続可能室内ユニット 

接続可能室内ユニットについて、詳しくはP.57をご確認ください。

25年4月 ラインアップ拡充！
● 接続可能室内ユニット機種追加！
　ビルトイン形/壁掛形
● 接続可能室内ユニット容量拡大！
　22~36形も接続可能
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GHPハイパワープラス

製品のご紹介 [GHPハイパワープラス］

停電時でも空調ができる！ 　電気が使える！
電源自立型空調「GHPハイパワープラス」
電源自立型空調「GHPハイパワープラス」は、

停電時においても、電力供給なしで運転を開始し、

発電した電力で空調、照明、通信機器などの使用を継続可能とする

「自立発電運転」機能が搭載されています。

「停電対応GHP」として、

不測の事態に備える心強い味方です。

自立運転時発電機出力

最大4.5kW
自立運転時供給電力

発電
のみ 3kVAまで

+ 発電空調 2kVAまで

自立切替盤（AGLS2A）

商用電源
AC200V停電

携帯テレビ

ＴＶ

発電電源
供給
AC200V

AC100V

モード選択スイッチ
連動リレー

AC100V

ブレーカー
20A

ブレーカー
10A

ブレーカー
5A

トランス
AC200V/AC100V

AC200V

モード選択スイッチ

①停電により
　通常運転停止

⑦空調のリモコン
　 スイッチをONに
　 することで空調
　 運転を開始します

（注1）

照明

AC100V

（注1）

⑤発電開始後、自動で切り替わります

+

自立ボックス
（バッテリー）

運転 停止

⑥照明が点灯し、コンセントに電力が供給されます（最大2kVA）

発電空調 モードの場合（自立ボックス、自立切替盤を利用）自立運転時

空調+発電発電のみ

ガス供給

エンジン

インバーター 発電機

②モード選択スイッチを
　「空調+発電」にします

③運転ボタンをONにします

④バッテリーから電力が
　供給されて、エンジンが
　起動します。
　（最大4.5kWの発電を開始）

（注1） 現地調達にて、負荷ごとにブレーカーを設置することを推奨します。　※本システムイメージ図はオプション品（AGLS2A）を採用した場合となります。　※抵抗負荷以外の機器（モーターなど）を接続する場合は、
力率や突入電流の影響で定格出力がカタログ値より下回る場合があります。　※停電時に自動的には自立運転を開始しません。お手数ですが、お客様にて自立切替盤で運転開始操作を行ってください。　
●システム構成についてのご案内 : 自立ボックス、バッテリー、自立切替盤は必須手配品となります。自立切替盤、自立運転スイッチは当社オプション品もしくは現地調達品をご利用ください。（詳細はP.38をご参照ください。）

GHP
室内ユニット

ABGP560F2ND 
ABGP560F2PD 56kWタイプ（20馬力相当）

F2シリーズ「エグゼアⅡ」 受注生産品

560形

※停電時でも燃料ガスの供給は必要です。

システムイメージ図

教育機関などにおける避難所や災害対策本部などの予備
電源として、照明、携帯充電、テレビ、パソコンなどに使えます。

自立運転：空調を使う場合

空調が不要である中間期などには、発電専用として3kVAの
容量を空調用途以外で使えます。

自立運転：空調を使わない場合

❶イニシャルコスト低減
　・系統連系盤、CT（変流器）が不要です。

❷系統連系協議の手間を省きます
　・面倒な電力会社との系統連系協議が不要です。

❶イニシャルコスト低減
　・ポータブル発電機などの
　　発電設備が不要です。

空調

自立運転時に使用不可の電気機器例

発電モードのみの運転も
可能です。（最大3kVA（注2））

火災報知器 消火ポンプ

❷ランニングコスト低減
　・ポータブル発電機に必要な定期的な燃料
　　交換や燃料の貯蔵、調達の手間が不要です。

ポータブル発電機
などが不要

空調は停止

※詳しくはP.217の「●接続してはいけない電気機器」をご参照ください。

（注2）　室外ユニット自己消費分を差し引いたものが3kVAです。
（注3）　非常用電源（非常用エレベーター、火災報知器、消火ポンプなど）は除きます。
（注4）　●右記の図は電気機器選びの際の目安を示しています。実際の電気機器の「消費電力」「必要

　 発電量」は機器によって異なりますので、使用機器の消費電力をお確かめください。
　　　 ●モーターを搭載した電気機器はモーターの起動時に定格消費電力の２～３倍の電力を

　 必 要とします。自立発電コンセント容量を超える起動電力が必要な電気機器を接続
　 すると、過負荷を検出し、自立運転を停止する場合があります。

　　　 ●本製品は、生命や財産が損害を受けるおそれのある電気機器に接続しないでください。
　　　　●自立運転を開始しますと、自動的に機器に電源が供給されます。このため、ストーブなど、

　 起動前に周囲の安全確認が必要な機器については、自立発電電力が供給されてから、
　 機器の電源を入れてください。

（注5）　右記の図は蛍光灯選びの際の目安を示しており、各蛍光灯タイプが接続できる最大容量です。

空調以外の用途に
最大2kVAまでの電力が使用可能です。

❶空調が必要な場合は、「空調+発電」モード
❷中間期など、空調が不要な場合は、「発電のみ」モード

通常時は省エネ空調運転を行い、自立運転時は季節や状況

に合わせて「空調+発電」モード、または「発電のみ」モードの

どちらかを選択可能です。

■切替スイッチイメージ

季節や状況に合わせて、モードを選べます

空調+発電発電のみ 空調+発電発電のみ
（注1）

系統連系とはGHPで発電した電力を商用電源に供給
することです。「GHPハイパワープラス」では、系統連系を
行わず、特定の範囲のみへ発電した電力を供給します。

（注1）自立運転時の空調能力は冷房45.0kW相当（参考値）となります。また、室内ユニットは全台温調運転もしくは停止となります。

※W=VA×力率です。機器のW表示の消費電力は力率100％の場合です。
※詳しくはP.217の「●接続できる電気機器の一例」および「●接続できる蛍光灯の容量」をご参照ください。

液晶テレビ
（40型）85Ｗ

ハロゲンライト 
250W

ノートパソコン
75W

電気ポット 
900W

携帯充電器
15W

インバーター方式      
40W

蛍光灯（注5）

または が可能

テレビ
約35台分

携帯電話の充電
約200台分

3kVAでは または

照明 インバーター方式
約37台分

系統連系協議が不要

自立運転時、電源出力最大3kVA　  空調以外にも電力使用可能

自立運転時、「空調+発電」、または「発電のみ」の2モードから選択可能

（注2） （注3）

充電

ＧＨＰハイパワープラスで
接続可能な電気機器例（注4）

と一般的な消費電力3kVA
まで

使用可能!

最大

接続可能室内ユニット

室内ユニット接続容量合計

室内ユニット接続容量範囲 96.4～130％（同時運転130％まで）

54.0～72.8kW以内

■GHPハイパワープラス接続可能室内ユニット 

接続可能室内ユニットについて、詳しくはP.57をご確認ください。

25年4月 ラインアップ拡充！
● 接続可能室内ユニット機種追加！
　ビルトイン形/壁掛形
● 接続可能室内ユニット容量拡大！
　22~36形も接続可能
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GHPハイパワープラス自立ユニット

製品のご紹介[冷暖フリー］

冷暖フリー

製品のご紹介[GHPハイパワープラス自立ユニット］

冷媒配管を共有し、
冷暖同時の最適運転を実現

※外観はイメージです受注生産品
560・710・850形

冷暖房モード切換時に「液冷媒を最適な状態に制御する技術の確立」により実現しました冷房と暖房冷房と暖房

を同時運
転する

技術は
を同時運

転する

技術は

コンプレッサー

蒸発器

凝縮器

放熱

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

冷房

暖房

コンプレッサー

凝縮器

凝縮器

放熱

室外ユニット

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

冷房

冷房

コンプレッサー

蒸発器

蒸発器

吸熱

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

暖房

暖房

[全冷房] [冷暖同時] [全暖房]

室外ユニット 室外ユニット

設定温度と室内温度条件に応じて
冷暖房モードを自動で切り換え

冷暖房を自動切換

高圧液
高低圧ガス 吸入ガス

コンプレッサー

蒸発器

凝縮器

冷房

放熱

暖房

室内
ユニット

BS（切替）
ユニット

冷房専用

暖房冷房 冷房

冷房

■作動フロー図（イメージ）

BS（切替）ユニットを設けずに、直接液・
吸入ガス管の2管だけを室内ユニット
に接続すれば冷房専用機を併設可能

冷房専用機の
併設が可能

冷房排熱を暖房
エネルギーとして
利 用し、さらに
高効率

熱を再利用し省エネ

（注1） 冷暖房モードの冷暖同時運転には室外ユニットと 
　　　室内ユニット間にBS（切替）ユニットが必要です。

室外ユニット

（注1）

冷暖同時運転時
COP最大1.49

冷房
100％

暖房
100％

冷房
50％

暖房
50％：

大幅に
効率向上！

※冷房100％のCOPを1.0とし算出
※冷房、暖房、冷暖同時すべて同環境条件

COP比
倍

（イメージ）

※冷房専用機は接続室内ユニット合計容量の
　50％以下となるようにしてください。

避難施設として使用されることもある学校は、万が一を想定した対策が必要となります。アイシンの「ハイパワープラス」は、消費電力は
EHPの1％以下（注1）。平常時は、生徒の熱中症対策に、災害時には、冷房・暖房による温度管理をすることで避難者の健康への影響を
最小限に抑えます。また、停電時でも発電をしながら空調が可能なため、情報収集のためのテレビやラジオ、携帯電話の充電や、
照明に必要な電力を供給できます。

アイシンGHPハイパワープラス
学校体育館空調には  

■設置イメージ

商用電源
AC200V停電

携帯テレビ

ＴＶ

発電電源
供給
AC200V

AC100V

AC100V

トランス AC200V/AC100V

AC200V

①停電により
　通常運転停止

テレビ

ＴＶ

AC100V

（注1）

（注1）
（注2）

（注3）

自立運転時　自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）を利用した場合

照明

AC200VAC200V AC200V

（注1）ハイパワープラス室外ユニット×3台、天井吊形室内ユニット AXHP140NA×12台、自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）利用時　（注2）空調は全台同時運転となります。　（注3）現地調達にて、負荷ごとにブレーカーを設置する
ことを推奨します。　（注4）現地でトランスを別途調達いただければ、AC100Vの照明を使うことも可能です。　（注5）自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）でAC100Vの電気機器を接続する場合、系統ごとにトランスキット：AGLS-TR

（オプション品）が必要です。※抵抗負荷以外の機器（モーターなど）を接続する場合は、力率や突入電流の影響で定格出力がカタログ値より下回る場合があります。  ※停電時には自動的には自立運転を開始しません。お手数ですがお客様
にて“自立切替盤”で運転開始操作を行ってください。

GHP
室内ユニット

■システムイメージ図

バッテリー

自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）

⑤照明が点灯し、コンセントに電力が供給されます（最大6kVA） ⑥空調のリモコンスイッチをONにすることで空調運転を開始します

ハイパワープラス×３台

電力供給
ハイパワープラス
３台へ

（注3）

GHP
室内ユニット

GHP
室内ユニット

（注1）

④発電開始後、自動で
　切り替わります ②運転ボタンを

　ONにします

充電

（注1）
（注2）

（注1）
（注2）

停止/リセット運転

ガス供給

エンジン

③バッテリーから
　電力が供給されて
　エンジンが起動します

ブレーカー
20A

ブレーカー
10A

ブレーカー
10A

ブレーカー
10A

ブレーカー
20A

ブレーカー
20A

（注5）

（注4）

自立運転スイッチ

自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）は
学校体育館などのハイパワープラス複数台設置時に最適

ハイパワープラス室外ユニット3台設置時
室外ユニット1台に対して、自立ボックスと自立切替盤を1台ずつ導入の場合

ハイパワープラス１台に対して自立ボックスと自立切替盤が１台ずつ必要

体育館の避難所利用に必要な「空調」と「電力」を提供します

受注生産品

自立ユニット

自立ユニット バッテリー・自立切替盤一体型の場合

自立ボックス、自立切替盤の機能が自立ユニット１台にまとめられます。
1台の自立ユニットでハイパワープラス3台まで対応可能です。

正面正面自立ユニット

正
面

正面正面自立ボックス

自動切替盤

正
面

正面

正
面

正面

正
面

■自立運転時に利用可能な電力例（注3）

（注2）自立運転時供給電力とは空調以外の用途に使える電力量を表します。この場合空調用途は合計3kVAまで使えます。　（注3）ハイパワープラス室外ユニット×3台、天井吊形室内ユニット AXHP140NA×12台、自立ユニット（バッテリー・
自立切替盤一体型）利用時　（注4）空調は全台同時運転となります。　※本製品は、生命や財産が損害を受けるおそれのある電気機器に接続しないでください。その他の注意事項につきましては、付属の自立運転操作説明書をご確認ください。

避難所（体育館）イメージ

空調

携帯

照明
（注4）

テレビ
ＴＶ

空調

携帯電話の充電（15W）

携帯約140台

液晶テレビ（85W）

テレビ 約10台
ＴＶ

照明（蛍光灯80W）

約38台

空調（14kW）

約12台 照明空調

家族との
連絡に
必要な

暑さ・寒さ
対策に
必要な

情報収集に
必要な

居住空間を
明るくする

ハイパワープラス室外ユニット × 3台 自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）利用時

自立運転時供給電力  最大6kVAまで
（発電量2kVA/系統×3系統で算出）

（注2）

（注1）通常運転時冷暖平均、EHP 560形との比較       
　　　GHPの値は JRA 4058、EHPの値は JRA4002による条件に基づいています。       

※燃料ガスの供給が必要です。
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GHPハイパワープラス自立ユニット

製品のご紹介[冷暖フリー］

冷暖フリー

製品のご紹介[GHPハイパワープラス自立ユニット］

冷媒配管を共有し、
冷暖同時の最適運転を実現

※外観はイメージです受注生産品
560・710・850形

冷暖房モード切換時に「液冷媒を最適な状態に制御する技術の確立」により実現しました冷房と暖房冷房と暖房

を同時運
転する

技術は
を同時運

転する

技術は

コンプレッサー

蒸発器

凝縮器

放熱

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

冷房

暖房

コンプレッサー

凝縮器

凝縮器

放熱

室外ユニット

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

冷房

冷房

コンプレッサー

蒸発器

蒸発器

吸熱

BS（切替）
ユニット

室内
ユニット

暖房

暖房

[全冷房] [冷暖同時] [全暖房]

室外ユニット 室外ユニット

設定温度と室内温度条件に応じて
冷暖房モードを自動で切り換え

冷暖房を自動切換

高圧液
高低圧ガス 吸入ガス

コンプレッサー

蒸発器

凝縮器

冷房

放熱

暖房

室内
ユニット

BS（切替）
ユニット

冷房専用

暖房冷房 冷房

冷房

■作動フロー図（イメージ）

BS（切替）ユニットを設けずに、直接液・
吸入ガス管の2管だけを室内ユニット
に接続すれば冷房専用機を併設可能

冷房専用機の
併設が可能

冷房排熱を暖房
エネルギーとして
利 用し、さらに
高効率

熱を再利用し省エネ

（注1） 冷暖房モードの冷暖同時運転には室外ユニットと 
　　　室内ユニット間にBS（切替）ユニットが必要です。

室外ユニット

（注1）

冷暖同時運転時
COP最大1.49

冷房
100％

暖房
100％

冷房
50％

暖房
50％：

大幅に
効率向上！

※冷房100％のCOPを1.0とし算出
※冷房、暖房、冷暖同時すべて同環境条件

COP比
倍

（イメージ）

※冷房専用機は接続室内ユニット合計容量の
　50％以下となるようにしてください。

避難施設として使用されることもある学校は、万が一を想定した対策が必要となります。アイシンの「ハイパワープラス」は、消費電力は
EHPの1％以下（注1）。平常時は、生徒の熱中症対策に、災害時には、冷房・暖房による温度管理をすることで避難者の健康への影響を
最小限に抑えます。また、停電時でも発電をしながら空調が可能なため、情報収集のためのテレビやラジオ、携帯電話の充電や、
照明に必要な電力を供給できます。

アイシンGHPハイパワープラス
学校体育館空調には  

■設置イメージ

商用電源
AC200V停電

携帯テレビ

ＴＶ

発電電源
供給
AC200V

AC100V

AC100V

トランス AC200V/AC100V

AC200V

①停電により
　通常運転停止

テレビ

ＴＶ

AC100V

（注1）

（注1）
（注2）

（注3）

自立運転時　自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）を利用した場合

照明

AC200VAC200V AC200V

（注1）ハイパワープラス室外ユニット×3台、天井吊形室内ユニット AXHP140NA×12台、自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）利用時　（注2）空調は全台同時運転となります。　（注3）現地調達にて、負荷ごとにブレーカーを設置する
ことを推奨します。　（注4）現地でトランスを別途調達いただければ、AC100Vの照明を使うことも可能です。　（注5）自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）でAC100Vの電気機器を接続する場合、系統ごとにトランスキット：AGLS-TR

（オプション品）が必要です。※抵抗負荷以外の機器（モーターなど）を接続する場合は、力率や突入電流の影響で定格出力がカタログ値より下回る場合があります。  ※停電時には自動的には自立運転を開始しません。お手数ですがお客様
にて“自立切替盤”で運転開始操作を行ってください。

GHP
室内ユニット

■システムイメージ図

バッテリー

自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）

⑤照明が点灯し、コンセントに電力が供給されます（最大6kVA） ⑥空調のリモコンスイッチをONにすることで空調運転を開始します

ハイパワープラス×３台

電力供給
ハイパワープラス
３台へ

（注3）

GHP
室内ユニット

GHP
室内ユニット

（注1）

④発電開始後、自動で
　切り替わります ②運転ボタンを

　ONにします

充電

（注1）
（注2）

（注1）
（注2）

停止/リセット運転

ガス供給

エンジン

③バッテリーから
　電力が供給されて
　エンジンが起動します

ブレーカー
20A

ブレーカー
10A

ブレーカー
10A

ブレーカー
10A

ブレーカー
20A

ブレーカー
20A

（注5）

（注4）

自立運転スイッチ

自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）は
学校体育館などのハイパワープラス複数台設置時に最適

ハイパワープラス室外ユニット3台設置時
室外ユニット1台に対して、自立ボックスと自立切替盤を1台ずつ導入の場合

ハイパワープラス１台に対して自立ボックスと自立切替盤が１台ずつ必要

体育館の避難所利用に必要な「空調」と「電力」を提供します

受注生産品

自立ユニット

自立ユニット バッテリー・自立切替盤一体型の場合

自立ボックス、自立切替盤の機能が自立ユニット１台にまとめられます。
1台の自立ユニットでハイパワープラス3台まで対応可能です。

正面正面自立ユニット

正
面

正面正面自立ボックス

自動切替盤

正
面

正面

正
面

正面

正
面

■自立運転時に利用可能な電力例（注3）

（注2）自立運転時供給電力とは空調以外の用途に使える電力量を表します。この場合空調用途は合計3kVAまで使えます。　（注3）ハイパワープラス室外ユニット×3台、天井吊形室内ユニット AXHP140NA×12台、自立ユニット（バッテリー・
自立切替盤一体型）利用時　（注4）空調は全台同時運転となります。　※本製品は、生命や財産が損害を受けるおそれのある電気機器に接続しないでください。その他の注意事項につきましては、付属の自立運転操作説明書をご確認ください。

避難所（体育館）イメージ

空調

携帯

照明
（注4）

テレビ
ＴＶ

空調

携帯電話の充電（15W）

携帯約140台

液晶テレビ（85W）

テレビ 約10台
ＴＶ

照明（蛍光灯80W）

約38台

空調（14kW）

約12台 照明空調

家族との
連絡に
必要な

暑さ・寒さ
対策に
必要な

情報収集に
必要な

居住空間を
明るくする

ハイパワープラス室外ユニット × 3台 自立ユニット（バッテリー・自立切替盤一体型）利用時

自立運転時供給電力  最大6kVAまで
（発電量2kVA/系統×3系統で算出）

（注2）

（注1）通常運転時冷暖平均、EHP 560形との比較       
　　　GHPの値は JRA 4058、EHPの値は JRA4002による条件に基づいています。       

※燃料ガスの供給が必要です。
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製品のご紹介[冷暖フリー］

2245mm

1660mm

880mm

●全機種（20・25・30馬力相当）エグゼアⅡ標準機と共通
サイズでコンパクト

受注生産品

詳細はP.59へ

外気処理
エアコン

外気処理タイプ
室内ユニット

ABSGP112C
ABSGP180C
ABSGP280C

■BS（切替）ユニット（個別タイプ）

BS4P160Ｄ
BS6P160D
BS8P160D

BS10P160D
BS12P160D
BSV16P160D

■BS（切替）ユニット（集合タイプ）

優れた設置性

●アイシンの冷暖フリータイプは、標準機とリニューアル
対応機をラインアップ

豊富なラインアップ

●コンパクトで高い設置自由度
●低騒音設計（注2）

コンパクトなBS（切替）ユニット

●第一分岐以降の配管長差、最遠配管長はFシリーズと
同じなので、1系統でのシステム展開がさらに容易

高い配管自由度

●南側と北側などで空調負荷が
異なるオフィスビル

●個別に冷房 / 暖房が必要な
病院、ホテル、レストラン

●高効率でクリーンな自然蒸発式加湿器を搭載
●建築物衛生法に対応する、高水準な高性能フィルター
（オプション品）が取り付け可能
●外気導入の外気処理エアコン1タイプと、全熱交換機
能を搭載し、給排気を行う外気処理タイプ室内ユニット
を2タイプご用意

外気処理機も接続可能

第一分岐以降の
配管長差

第一分岐以降の
最遠配管長

（注1）40m以上の場合、室内ユニットの高低差に制限があります。

（注2）運転モード切り換え時などに冷媒通過音が発生するため、音が気になるホテル客室、
　　寝室、役員室などの天井裏には設置しないでください。

◎本製品はダイキン工業（株）ブランド品となります。

■冷暖フリーラインアップ（Fシリーズ）

560形
（20馬力）容量（相当馬力）

標準機

710形
（25馬力）

850形
（30馬力）

リニューアル対応機

※特殊仕様として、塩害仕様、寒冷地仕様、塩害寒冷地仕様をご用意しています。

※イメージです。

日陰

室内ユニット
BS BS

室外ユニット

室内ユニット

寒い部屋を暖房運転 暑い部屋を冷房運転

系統を分けることなく
室外ユニット1台で対応可能

最適な物件
冷暖フリーに

70m以下
（注1） （注1）90m以下

設置面積
（サービススペース含む）

4.39m2

製品のご紹介[まとマルチ］

まとマルチ

室内ユニット接続台数 ： 最大63台

室内ユニット接続容量 ： 50～130%
（注1）

ビル用マルチ

850形 850形

液管 ガス管

850形 850形

液管 ガス管

●配管本数（ガス管、液管）

4本 2本

●ローテーション
　運転例

A 室外ユニット

システム起動

停止停止 停止停止 停止停止 運転運転 停止停止 運転運転 停止停止運転運転運転運転 運転運転 停止停止 運転運転

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3070時間
運転時間 

A 室外ユニット

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3070時間
運転時間 

A 室外ユニット

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3075時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3135時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3135時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3080時間
運転時間 

負荷増大 負荷減少

運転時間の少ない
ユニットから
運転スタート

負荷が増えると
両方のユニットとも

運転

AとBの
運転／停止が
切り換わります

ユニット間の
運転時間の差が
30時間になると…

負荷が減ると
運転時間の
長いほうは停止

（注1）外気処理エアコンをご使用の場合は、室内ユニット接続容量が室外ユニット容量の100％
以下となるよう接続してください。また、外気処理エアコンと他の室内ユニットが混在する場
合は室内ユニット接続容量が室外ユニット容量の100％以下かつ外気処理エアコンの接続
容量が室外ユニット容量の30％以下となるよう接続してください。

リニューアル対応機 リニューアル中・大規模物件にも対応可能
連絡冷媒配管レス 配管工事費低減可能
※Gシリーズの室外ユニットは、2台連結することでまとマルチとしての使用が可能です。

450～850形

幅広い設計自由度

ローテーション運転によるメリット

室外ユニット2台の連結により、中・大規模空調に対応
省エネ性に優れた快適空調を低コストでお届けします。

豊富な室内ユニットラインアップ（22～280形）の中から
選んで多様な空調設計に対応できます。

配管材料・作業費を低減

まとマルチでは各室外ユニットの運転時間に応じてローテーション運転を行うことで、ロングライフ化を実現しています。
また、定期点検の時期が同期するので、定期点検の計画がしやすくなります。

パイプシャフトが
約2/3のスペースで済みます

万が一、機器にトラブルが生じても、自動バックアップ運転機能があるから安心
配管系統は１つにつながっているので、継続運転が可能

※自動バックアップ運転のエラー表示がリモコンに表示され、
自動バックアップ運転を開始しますが、修理対応のため当社
コールセンターにご連絡ください。また、故障の内容によっ
ては、自動バックアップ運転にならないケースがあります。

停止停止
万が一の
トラブル

自動バック
アップ運転

万が一のトラブルでも

※ただし、空調能力は室外ユニット1台分です。

●台数制御とは、同一熱源群の中に熱源機が
2台以上あり、負荷に応じて運転台数を自動
で制御する機器（右図参照）を意味します。

●機器寿命の延長を目的としたローテーション
運転は台数制御と両立します。

台数制御に
ついて

「エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）」による台数制御に適合※
※対象は、50.0kW以上（室外ユニット1台のシステムは対象外）台数制御

連絡冷媒
配管レス

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
力

運転負荷

1台
2台
1台

負荷に応じて運転台数を
自動で制御！
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製品のご紹介[冷暖フリー］

2245mm

1660mm

880mm

●全機種（20・25・30馬力相当）エグゼアⅡ標準機と共通
サイズでコンパクト

受注生産品

詳細はP.59へ

外気処理
エアコン

外気処理タイプ
室内ユニット

ABSGP112C
ABSGP180C
ABSGP280C

■BS（切替）ユニット（個別タイプ）

BS4P160Ｄ
BS6P160D
BS8P160D

BS10P160D
BS12P160D
BSV16P160D

■BS（切替）ユニット（集合タイプ）

優れた設置性

●アイシンの冷暖フリータイプは、標準機とリニューアル
対応機をラインアップ

豊富なラインアップ

●コンパクトで高い設置自由度
●低騒音設計（注2）

コンパクトなBS（切替）ユニット

●第一分岐以降の配管長差、最遠配管長はFシリーズと
同じなので、1系統でのシステム展開がさらに容易

高い配管自由度

●南側と北側などで空調負荷が
異なるオフィスビル

●個別に冷房 / 暖房が必要な
病院、ホテル、レストラン

●高効率でクリーンな自然蒸発式加湿器を搭載
●建築物衛生法に対応する、高水準な高性能フィルター
（オプション品）が取り付け可能
●外気導入の外気処理エアコン1タイプと、全熱交換機
能を搭載し、給排気を行う外気処理タイプ室内ユニット
を2タイプご用意

外気処理機も接続可能

第一分岐以降の
配管長差

第一分岐以降の
最遠配管長

（注1）40m以上の場合、室内ユニットの高低差に制限があります。

（注2）運転モード切り換え時などに冷媒通過音が発生するため、音が気になるホテル客室、
　　寝室、役員室などの天井裏には設置しないでください。

◎本製品はダイキン工業（株）ブランド品となります。

■冷暖フリーラインアップ（Fシリーズ）

560形
（20馬力）容量（相当馬力）

標準機

710形
（25馬力）

850形
（30馬力）

リニューアル対応機

※特殊仕様として、塩害仕様、寒冷地仕様、塩害寒冷地仕様をご用意しています。

※イメージです。

日陰

室内ユニット
BS BS

室外ユニット

室内ユニット

寒い部屋を暖房運転 暑い部屋を冷房運転

系統を分けることなく
室外ユニット1台で対応可能

最適な物件
冷暖フリーに

70m以下
（注1） （注1）90m以下

設置面積
（サービススペース含む）

4.39m2

製品のご紹介[まとマルチ］

まとマルチ

室内ユニット接続台数 ： 最大63台

室内ユニット接続容量 ： 50～130%
（注1）

ビル用マルチ

850形 850形

液管 ガス管

850形 850形

液管 ガス管

●配管本数（ガス管、液管）

4本 2本

●ローテーション
　運転例

A 室外ユニット

システム起動

停止停止 停止停止 停止停止 運転運転 停止停止 運転運転 停止停止運転運転運転運転 運転運転 停止停止 運転運転

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3070時間
運転時間 

A 室外ユニット

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3070時間
運転時間 

A 室外ユニット

3100時間
運転時間 

B 室外ユニット

3075時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3135時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3135時間
運転時間 

A 室外ユニット

3105時間
運転時間 

B 室外ユニット

3080時間
運転時間 

負荷増大 負荷減少

運転時間の少ない
ユニットから
運転スタート

負荷が増えると
両方のユニットとも

運転

AとBの
運転／停止が
切り換わります

ユニット間の
運転時間の差が
30時間になると…

負荷が減ると
運転時間の
長いほうは停止

（注1）外気処理エアコンをご使用の場合は、室内ユニット接続容量が室外ユニット容量の100％
以下となるよう接続してください。また、外気処理エアコンと他の室内ユニットが混在する場
合は室内ユニット接続容量が室外ユニット容量の100％以下かつ外気処理エアコンの接続
容量が室外ユニット容量の30％以下となるよう接続してください。

リニューアル対応機 リニューアル中・大規模物件にも対応可能
連絡冷媒配管レス 配管工事費低減可能
※Gシリーズの室外ユニットは、2台連結することでまとマルチとしての使用が可能です。

450～850形

幅広い設計自由度

ローテーション運転によるメリット

室外ユニット2台の連結により、中・大規模空調に対応
省エネ性に優れた快適空調を低コストでお届けします。

豊富な室内ユニットラインアップ（22～280形）の中から
選んで多様な空調設計に対応できます。

配管材料・作業費を低減

まとマルチでは各室外ユニットの運転時間に応じてローテーション運転を行うことで、ロングライフ化を実現しています。
また、定期点検の時期が同期するので、定期点検の計画がしやすくなります。

パイプシャフトが
約2/3のスペースで済みます

万が一、機器にトラブルが生じても、自動バックアップ運転機能があるから安心
配管系統は１つにつながっているので、継続運転が可能

※自動バックアップ運転のエラー表示がリモコンに表示され、
自動バックアップ運転を開始しますが、修理対応のため当社
コールセンターにご連絡ください。また、故障の内容によっ
ては、自動バックアップ運転にならないケースがあります。

停止停止
万が一の
トラブル

自動バック
アップ運転

万が一のトラブルでも

※ただし、空調能力は室外ユニット1台分です。

●台数制御とは、同一熱源群の中に熱源機が
2台以上あり、負荷に応じて運転台数を自動
で制御する機器（右図参照）を意味します。

●機器寿命の延長を目的としたローテーション
運転は台数制御と両立します。

台数制御に
ついて

「エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）」による台数制御に適合※
※対象は、50.0kW以上（室外ユニット1台のシステムは対象外）台数制御

連絡冷媒
配管レス

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
力

運転負荷

1台
2台
1台

負荷に応じて運転台数を
自動で制御！

22

製
品
情
報



●既設対象冷凍機油　

（注2）上記以外の組み合わせの場合は当社営業所までお問い合わせください。

※上記以外の冷凍機油でも対応可能なものもありますので、当社営業所までお問い合
わせください。既設空調機の機種ごとのリニューアル実施要領については、当社営業
所にお問い合わせください。

※配管洗浄が必要な場合は、当社営業所までお問い合わせください。

NL10（当社現行冷凍機油）+スニソ4GS系+HP-5Sなど

●既設対象空調機（G、F、E5シリーズ共通）

冷凍機油がスニソ系（4GS系、3GS系系、4GDI-HT）または、
HP-5S、HP-9、MA32系、FVC68D、FV320YなどのGHPおよびEHP

冷凍機油の異なる系統も1系統にまとめて（注2）

リニューアル可能！

既設機がGHP/EHPでもリニューアル可能！

■850形を用いたリニューアル例

850形でリニューアル時の設置性向上

既設配管の再利用で工事費を減らして工期も短縮！

Dシリーズ ビル用マルチ 560形×3台（60馬力）
質量：2,655kg
※サービススペース含む

Gシリーズ 850形×2台（60馬力）
質量：1,500kg　
※質量はGシリーズ ビル用マルチ/まとマルチ（リニューアル対応機）の場合

設置面積 ※  約16.75m2 約8.05m2

3,870mm7,010mm

2,390
mm 2,080

mm
560形 560形560形 + 850形 850形 -3,140ｍｍ+ +

Gシリーズ  まとマルチ
850形×2台

’06年販売 Dシリーズ 
560形×3台

業務への影響が
最小限！

■施工費（注3） ■工期（注3）

約半分
でOK!

工期も工期

既設配管の
再利用で
施工費低減

冷凍機油の
異なる系統も
1系統に！

約37％
CUT!

施工費

施工費

※20馬力相当の事務所物件を想定
した当社試算結果に基づきます。

※ガス種：都市ガス13AおよびLP
ガス（い号プロパン）の場合。

※設置条件、運転条件により効果は
異なります。

エグゼア Ⅲ
（Gシリーズ ビル用マルチ/まとマルチの場合）

2000年
発売機種

47

約53%
低減

100

リニューアルポイント2

リニューアルポイント3

既設配管をそのまま利用したリニューアルが可能（洗浄不要）
リニューアルポイント1

（注3）GHPを新設（配管を再利用しない）する場合を100％とする。

既設配管をそのまま利用できるので施工費低減を
実現するほか、省エネ性の高い機器へのリニューアルで
ランニングコスト低減に貢献します。

約52%
省スペース化

約43%
軽量化 負荷を

軽減!

建物への

　Q&Aリニューアル

設計標準使用期間を超えて使用すると
どうなるの？

アイシンは2000年に配管洗浄レスリニューアルGHPを
発売開始したパイオニアです。

Q.

A.

GHPの設計標準使用期間はどのくらい？Q.
A.

運転時間はどのように確かめるの？Q.
A. ●部品劣化により故障率アップ▶▶ メンテナンス費用アップ

●能力ダウン▶▶ 快適性ダウン（冷えない…、暖まらない…） 

●補修用性能部品の入手が困難となる

     ▶▶ メンテナンス費用アップ

アワーメーター

※Gシリーズの場合

背面

（室外ユニット）

余った
スペースは
他用途に
有効活用!

製品のご紹介[リニューアル対応機］

リニューアルで省エネ性向上
■一次エネルギー消費量比較

リニューアルポイント4

許容配管長が190ｍ→200m    に（Gシリーズのみ）
（注4）E5、F2シリーズは190mです。

リニューアルポイント5

（注4）

アイシンは
リニューアル対応機の
パイオニア

https://www.aisin.com/jp/product/energy/ghp/special/garally/index.html#ghp2

当社が過去に販売した商品の仕様書、現行機種の技術資料などを、
インターネットを通して24時間365日ダウンロードできます。 https://ss.ss-asp.net/t-net

（アイシンGHP技術・販促資料検索システム）
詳しくはこちら▶

アイシンのリニューアルGHPの
歴史がわかる映像で

チェック
！

（注1）リニューアル前機種の冷凍機
油の種類や組み合わせ、使用状況に
よって、洗浄が必要な場合があります。
リニューアルの際には必ず、リニューアル
対応マニュアルおよび施工説明書を
ご確認のうえ、ご検討ください。

配管はそのままで
ＯＫ！（洗浄不要）（注1） フィルターキット内蔵式で

簡単施工！
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●既設対象冷凍機油　

（注2）上記以外の組み合わせの場合は当社営業所までお問い合わせください。

※上記以外の冷凍機油でも対応可能なものもありますので、当社営業所までお問い合
わせください。既設空調機の機種ごとのリニューアル実施要領については、当社営業
所にお問い合わせください。

※配管洗浄が必要な場合は、当社営業所までお問い合わせください。

NL10（当社現行冷凍機油）+スニソ4GS系+HP-5Sなど

●既設対象空調機（G、F、E5シリーズ共通）

冷凍機油がスニソ系（4GS系、3GS系系、4GDI-HT）または、
HP-5S、HP-9、MA32系、FVC68D、FV320YなどのGHPおよびEHP

冷凍機油の異なる系統も1系統にまとめて（注2）

リニューアル可能！

既設機がGHP/EHPでもリニューアル可能！

■850形を用いたリニューアル例

850形でリニューアル時の設置性向上

既設配管の再利用で工事費を減らして工期も短縮！

Dシリーズ ビル用マルチ 560形×3台（60馬力）
質量：2,655kg
※サービススペース含む

Gシリーズ 850形×2台（60馬力）
質量：1,500kg　
※質量はGシリーズ ビル用マルチ/まとマルチ（リニューアル対応機）の場合

設置面積 ※  約16.75m2 約8.05m2

3,870mm7,010mm

2,390
mm 2,080

mm
560形 560形560形 + 850形 850形 -3,140ｍｍ+ +

Gシリーズ  まとマルチ
850形×2台

’06年販売 Dシリーズ 
560形×3台

業務への影響が
最小限！

■施工費（注3） ■工期（注3）

約半分
でOK!

工期も工期

既設配管の
再利用で
施工費低減

冷凍機油の
異なる系統も
1系統に！

約37％
CUT!

施工費

施工費

※20馬力相当の事務所物件を想定
した当社試算結果に基づきます。

※ガス種：都市ガス13AおよびLP
ガス（い号プロパン）の場合。

※設置条件、運転条件により効果は
異なります。

エグゼア Ⅲ
（Gシリーズ ビル用マルチ/まとマルチの場合）

2000年
発売機種

47

約53%
低減

100

リニューアルポイント2

リニューアルポイント3

既設配管をそのまま利用したリニューアルが可能（洗浄不要）
リニューアルポイント1

（注3）GHPを新設（配管を再利用しない）する場合を100％とする。

既設配管をそのまま利用できるので施工費低減を
実現するほか、省エネ性の高い機器へのリニューアルで
ランニングコスト低減に貢献します。

約52%
省スペース化

約43%
軽量化 負荷を

軽減!

建物への

　Q&Aリニューアル

設計標準使用期間を超えて使用すると
どうなるの？

アイシンは2000年に配管洗浄レスリニューアルGHPを
発売開始したパイオニアです。

Q.

A.

GHPの設計標準使用期間はどのくらい？Q.
A.

運転時間はどのように確かめるの？Q.
A. ●部品劣化により故障率アップ▶▶ メンテナンス費用アップ

●能力ダウン▶▶ 快適性ダウン（冷えない…、暖まらない…） 

●補修用性能部品の入手が困難となる

     ▶▶ メンテナンス費用アップ

アワーメーター

※Gシリーズの場合

背面

（室外ユニット）

余った
スペースは
他用途に
有効活用!

製品のご紹介[リニューアル対応機］

リニューアルで省エネ性向上
■一次エネルギー消費量比較

リニューアルポイント4

許容配管長が190ｍ→200m    に（Gシリーズのみ）
（注4）E5、F2シリーズは190mです。

リニューアルポイント5

（注4）

アイシンは
リニューアル対応機の
パイオニア

https://www.aisin.com/jp/product/energy/ghp/special/garally/index.html#ghp2

当社が過去に販売した商品の仕様書、現行機種の技術資料などを、
インターネットを通して24時間365日ダウンロードできます。 https://ss.ss-asp.net/t-net

（アイシンGHP技術・販促資料検索システム）
詳しくはこちら▶

アイシンのリニューアルGHPの
歴史がわかる映像で

チェック
！

（注1）リニューアル前機種の冷凍機
油の種類や組み合わせ、使用状況に
よって、洗浄が必要な場合があります。
リニューアルの際には必ず、リニューアル
対応マニュアルおよび施工説明書を
ご確認のうえ、ご検討ください。

配管はそのままで
ＯＫ！（洗浄不要）（注1） フィルターキット内蔵式で

簡単施工！
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